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谷およびグリッド出土土器で，報告書に図示された 1210 点のうち 1198 点を肉眼観察し，102 点
































図示された 137 点の土器のうち観察できたのが 96 点であり，そのうちの 23 点に 25 個の圧痕が













原に所在する。和島誠一らによって 1965 年 3 月より 1966 年 5 月まで 3次
にわたり発掘調査がおこなわれた。整理作業は川崎市市民ミュージアムが引き継ぎ，報告書は浜田
晋介が編集して川崎市市民ミュージアムから刊行された［浜田編 2000，浜田・折茂編 2001］。報告さ
れた遺構は竪穴住居跡が 2基，土坑が 54 基である。いずれも安行 3a 式～ 3d 式，すなわち縄文晩
期前半～中葉に位置づけられる。出土した土器は縄文後期初頭称名寺Ⅰ式～縄文晩期中葉の安行
3d 式に及び，大洞A′式土器は数点確認されるが浮線網状文土器は一片も含まれていない。
圧痕の有無を観察したのは 2号住居跡出土土器（第 17 図～第 39 図 1 ～ 533：堀之内 1式～安行 3d
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式であり，安行 3c・3d 式が中心）530 点
（3）
と土壙出土土器（第 85 図～第 88 図 1 ～ 31：安行 3c 式～ 3d 式）
29 点［浜田編 2000］，補遺編（下原遺跡Ⅱ）の出土土器（第 7～第 33 図 1 ～ 623：称名寺Ⅰ式～安行 3d 式）




出されている［外山 2001］からである。その内訳は安行 3c 式土器 3点，安行 3d 式土器 5点，前浦
式土器 1点，大洞Ｃ2 式土器 1点である。大洞Ｃ2 式土器は最も古い段階のものである。
8．神奈川県中里遺跡




















構は土坑 1基であり，遺構外を含めて縄文晩期終末～弥生前期の土器片が 167 点出土した。もっと
も古いのは氷Ⅰ式新段階併行の鉢形土器であり，それ以外のものは弥生前期の条痕文系土器に縄文
を地文とした三角連繋文のある深鉢や沖式土器と同じ時期の深鉢などである。




年と 1989 ～ 91 年に宮ヶ瀬ダム建設に伴う発掘調査が神奈川県埋蔵文化財センターによっておこな
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観察したのは焼土址出土土器 26 点と遺構外出土土器 124 点であり，焼土址の土器 4点から 9個，







末，堂山Ⅰ式である。前者が 22 点に対して後者が 653 点と弥生前期終末の土器が圧倒的に多い。

































































中野谷原遺跡（写真 7，11 ～ 18），埼玉県上敷免遺跡，埼玉県如来堂Ａ遺跡（写真 24），神奈川県





m）［Nasu et al . 2007］。胚乳には，幅は比較的狭いが長さが全長の 2/3 ほどに達する胚の痕跡（いわ
ゆる臍）がみられ，側面は下部よりも上部で厚くなる。護穎・内穎などの表面に認められる「長細胞」
（［椿坂 1993］など）は，レプリカでは観察されなかった。
③　キビ  Panicum miliaceum
中野谷原遺跡（写真 3，4，8，9，19，21），上敷免遺跡，神奈川県中里遺跡（写真 25），神奈川県



































　　　　　　　　　　　　　　　　   イネOryza sativa
　　　　　　　　　  エノコログサ属Setaria
　　　　　　　　　　　　　　　　   アワSetaria italica
キビ属Panicum




遺跡 標本番号 時期 圧痕の由来物質 写真
群馬・中野谷原 106-6A 弥生中期前半 同定不能
群馬・中野谷原 106-10A 弥生中期前半 イネ籾 1
群馬・中野谷原 106-17A 弥生中期前半 アワ有ふ果 2
群馬・中野谷原 109-20A 弥生中期前半 キビ有ふ果 3
群馬・中野谷原 111-17A 弥生中期前半 キビ種子？
群馬・中野谷原 113-1B 弥生中期前半 キビ有ふ果
群馬・中野谷原 114-1A 弥生中期前半 キビ有ふ果
群馬・中野谷原 114-3B 弥生中期前半 不明
群馬・中野谷原 114-3C 弥生中期前半 キビ有ふ果
群馬・中野谷原 114-3D 弥生中期前半 キビ有ふ果
群馬・中野谷原 114-3E 弥生中期前半 キビ有ふ果？
群馬・中野谷原 114-3G 弥生中期前半 キビ有ふ果
群馬・中野谷原 114-3I 弥生中期前半 同定不能
群馬・中野谷原 114-3J 弥生中期前半 キビ有ふ果
群馬・中野谷原 114-3K 弥生中期前半 キビ種子？
群馬・中野谷原 114-3L 弥生中期前半 キビ種子？
群馬・中野谷原 114-3N 弥生中期前半 キビ有ふ果 4
群馬・中野谷原 114-3O 弥生中期前半 キビ有ふ果？
群馬・中野谷原 114-3P 弥生中期前半 キビ有ふ果？
群馬・中野谷原 114-3Q 弥生中期前半 同定不能
群馬・中野谷原 114-7A 弥生中期前半 キビ有ふ果
群馬・中野谷原 114-7B 弥生中期前半 マメ科種子？
群馬・中野谷原 116-3A 弥生中期前半 エゴマ果実 5
群馬・中野谷原 118-1B 弥生中期前半 不明
群馬・中野谷原 118-1E 弥生中期前半 イネ籾 6
群馬・中野谷原 118-1F　 弥生中期前半 キビ有ふ果？
群馬・中野谷原 118-2A 弥生中期前半 不明
群馬・中野谷原 118-2B 弥生中期前半 アワ有ふ果？
群馬・中野谷原 118-2C 弥生中期前半 アワ種子？
群馬・中野谷原 118-2E 弥生中期前半 不明
群馬・中野谷原 118-2F 弥生中期前半 アワ有ふ果？
群馬・中野谷原 118-12A 弥生中期前半 同定不能
群馬・中野谷原 118-12B 弥生中期前半 キビ有ふ果
群馬・中野谷原 118-23A 弥生中期前半 キビ有ふ果
群馬・中野谷原 118-23B 弥生中期前半 キビ有ふ果？
群馬・中野谷原 118-34A 弥生中期前半 アワ有ふ果 7
群馬・中野谷原 120-1A 弥生中期前半 キビ有ふ果付種子
群馬・中野谷原 120-1G 弥生中期前半 不明
群馬・中野谷原 120-1I 弥生中期前半 同定不能
群馬・中野谷原 120-1J 弥生中期前半 不明
群馬・中野谷原 120-2B 弥生中期前半 不明
群馬・中野谷原 120-7A 弥生中期前半 キビ有ふ果 8
群馬・中野谷原 120-7B 弥生中期前半 キビ有ふ果 9
群馬・中野谷原 121-2 or 3O 弥生中期前半 アワ有ふ果 10
群馬・中野谷原 121-2 or 3R 弥生中期前半 アワ有ふ果 11
群馬・中野谷原 121-2 or 3S 弥生中期前半 同定不能
群馬・中野谷原 121-3A 弥生中期前半 アワ有ふ果 12・13
群馬・中野谷原 121-3C 弥生中期前半 アワ有ふ果 14・15
遺跡 標本番号 時期 圧痕の由来物質 写真
群馬・中野谷原 122-1A 弥生中期前半 アワ種子 16
群馬・中野谷原 122-2B 弥生中期前半 不明
群馬・中野谷原 123-2A 弥生中期前半 アワ有ふ果 17・18
群馬・中野谷原 123-2B 弥生中期前半 キビ有ふ果 19
群馬・中野谷原 123-2C 弥生中期前半 アワ有ふ果 20
群馬・中野谷原 123-4A 弥生中期前半 キビ有ふ果 21
群馬・中野谷原 123-14A 弥生中期前半 不明
群馬・中野谷原 123-17A 弥生中期前半 イネ籾 22
群馬・中野谷原 123-28A 弥生中期前半 キビ種子




埼玉・上敷免 37-4A 縄文晩期～弥生前期 同定不能
埼玉・上敷免 39-2 縄文晩期～弥生前期 不明
埼玉・上敷免 39-10 縄文晩期～弥生前期 不明
埼玉・上敷免 41-3 縄文晩期～弥生前期 同定不能
埼玉・上敷免 50-1-A 弥生前期 不明
埼玉・上敷免 63-1 縄文晩期～弥生前期 不明
埼玉・上敷免 63-3 縄文晩期～弥生前期 不明
埼玉・上敷免 64-21 縄文晩期～弥生前期 キビ有ふ果？
埼玉・上敷免 65-11 縄文晩期～弥生前期 アワ有ふ果
埼玉・上敷免 78-25 縄文晩期～弥生前期 不明
埼玉・上敷免 79-16 縄文晩期～弥生前期 不明
埼玉・如来堂A 80-25 右 弥生前期 アワ有ふ果 24
神奈川・下原 128B 縄文晩期 不明
神奈川・下原 501C 縄文晩期 不明
神奈川・下原（土坑）87-21B 縄文晩期 不明
神奈川・下原II 333B 縄文晩期 不明
神奈川・下原II 529 縄文晩期 不明
神奈川・下原II 591 縄文晩期 不明
神奈川・中里 132-3B 縄文晩期終末～弥生前期 キビ有ふ果 25
神奈川・矢頭 216-1C 縄文晩期終末～弥生前期 キビ有ふ果 26
神奈川・下大槻峯 43-27A 縄文晩期終末 アワ有ふ果 27
神奈川・北原 10-2A 弥生前期 キビ種子 28
神奈川・北原 10-2B 弥生前期 キビ有ふ果 29
神奈川・北原 10-2C 弥生前期 キビ種子
神奈川・北原 14-21A　 弥生前期 ヌスビトハギ属果実 30
神奈川・北原 16-38A-2 弥生前期 キビ有ふ果付種子
神奈川・北原 17-48A 弥生前期 アワ有ふ果
神奈川・北原 18-76A 弥生前期 アワ有ふ果 31
神奈川・上村 54-1F 弥生前期 イネ籾 32
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421］，雑穀栽培の広がりがうかがえる。弥生中期前半の中野谷原遺跡（図 1・2）では，アワが 12 点，
キビが 25 点と依然として雑穀が多いが，イネが 3点検出された。イネの出現は，雑穀にやや遅れ
るのであろうか。







































































































神奈川県 下原 縄文後～晩期中葉 104 2 2
神奈川県 下原II 縄文後～晩期中葉 98 3 3
神奈川県 下原土坑 縄文晩期中葉 13 1 1
群馬県 西新井 縄文後～晩期終末 28 0
1 1（1）埼玉県 上敷免 縄文晩期～弥生前期 116 13 1 10
1神奈川県 下大槻峯 縄文晩期終末～弥生前期 7 1
神奈川県 矢頭 縄文晩期終末～弥生前期 4 1 1
神奈川県 中里 縄文晩期終末～弥生前期 8 1 1
2神奈川県 北原 縄文晩期終末～弥生前期 56 7 2 2 1
神奈川県 上村 縄文晩期終末～弥生前期 23 1 1
埼玉県 如来堂Ａ 弥生前期 16 5 4
埼玉県 如来堂Ｂ 弥生前期 4 0
埼玉県 如来堂Ｃ 弥生前期 25 23 23
群馬県 中野谷原 弥生中期前半 3 10（2）2（1）20（4）5（3） 1149 57 1（1） 15
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